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自治労県職労春季要求回答交渉（4月23日）に向けて

臨任・非常勤職員の雇用確保と労働条件の改善は喫緊の課題！

自治体で活躍する非正規職員が増加～安心して働くことができる制度の改善は必須！～

3人に1人が臨時・非常勤等職員と概算推計／自治労調査

「ワーキングプア」という呼び方がすっかり定着してしまった日本の労働社会のなかで、国や自治体等の「官」の世界でも、非正規労働者の増加が顕著になっています。

昨年10月に公表された自治労の調査で、自治体の職員全体に占める、いわゆる非正規職員の割合は33.1％と約3人に1人にのぼっていることが明らかになりました。
自治体において、臨時・非常勤等職員は、公共サービスに欠くことのできない担い手となっています。県においても、臨任・非常勤等職員なくして仕事は回らないといった現状があります。

臨任・非常勤等職員の処遇改善を！

しかしながら、賃金や休暇制度の労働条件において、常勤職員とは大きな較差が生じています。

職場からは、臨任・非常勤等職員の処遇改善を求める声が寄せられています。

○専門性や知識・経験が求められる業務を行政補助員が担当している。3年で雇用期間が満了する現行制度の抜本的な見直しが必要だ。

○年度末・年度初めの忙しい時期に、欠員対応である臨任がいないため、業務に多大な支障が出ている。雇用の空白期間は早急になくすべきだ。

○ほぼ１か月働いているのに、事業主である県が社会保険料を負担しないのはおかしい。臨任の任用期間等を改善すべきだ。

○臨任・非常勤職員の療養休暇を有給にしてほしい。
○同じ職場で働く人間に福利厚生面で較差があるのは問題だ。特に健康診断など健康に関する部分は重要なので、同様に扱うべきだ。

良質で安定した県民サービスを提供するためには、職場で働くすべての職員が、自信と誇りを持ち、かつ安心して業務に従事することが必要です。較差是正に向けた制度の改善は、喫緊の課題となっています。

4／23―春季要求回答交渉―

自治労県職労は、4月23日に春季要求回答交渉を行います。臨任・非常勤等職員の雇用や賃金労働条件の改善に向けた課題は多く、今後も粘り強い取り組みを行っていきます。

自治労県職労は、常勤職員だけでなく、臨時的任用職員や非常勤職員の皆さんも加入しています。処遇改善に向けて、一緒に声をあげていきましょう。
＊2013年度人事異動昇任内訳(知事部局)＊
	区分
	2013年度
	2012年度

	級
	職
	
	女性
	
	女性

	10
	理　事　級
	2
	0
	2
	0

	9
	局　長　級
	18
	3
	20
	1

	8
	部　長　級
	23
	1
	25
	2

	7
	課　長　級
	88
	10
	71
	9

	6
	Ｇ　Ｌ　級
	105
	29
	130
	23

	5
	副主幹級
	147
	48
	147
	41

	4
	主　査　級
	55
	29
	70
	36

	3
	主任主事級
	125
	33
	81
	21
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総務省は3月29日、「臨時・非常勤職員に関する調査結果について」を公表しました。
2012年4月1日現在の各地方公共団体における臨時・非常勤の職員数等が明らかとなっています。本調査は、1週間当たりの勤務時間が19時間25分以上で、任用期間が6ヶ月又は6ヶ月以上となることが明らかな職員を対象としています。
①　前回の2008年総務省調査と比較すると、自治労調査と同様に、４年間で10万人の増となっています（2008年：497,796人、2012年：603,582人）。
　これを総務省の定員管理調査結果とあわせて見た場合、正規の地方公務員数の減少傾向は続き、その代替人員として臨時・非常勤等職員が増えている傾向が集中改革プラン終了後も続いているものと言えます。
②　任用回数、任用期間については、上限設定をしている自治体が増加しています。改正労働契約法の「有期労働者の無期転換（同法18条）」、「合理的理由がない場合の雇止めの規制（同法19条）」という民間の労働法制の流れからとは真逆の実態となっています。
③　2012年調査では、休暇の種類の項目が増え、教育訓練、福利厚生施設の利用などの調査項目も加えられています。このため、賃金、諸手当、通勤費ばかりでなく、休暇や教育訓練、福利厚生においても正規職員との均等・均衡待遇になっていないことが、より明らかになっています。
　民間労働法制の改正労働契約法では本年４月１日より、「無期労働契約への転換」、「雇止め法理の法定化」、「不合理な労働条件の禁止」のルールが規定されました。
　2013春闘の総務大臣回答でも、「パート労働法については、公務員は適用が除外されているが、臨時・非常勤職員の任用に当たっては、民間労働法制の動向を十分に念頭に置くことも必要である」と明言しており、改正労働契約法についてもその趣旨を公務においても反映させていく必要があります。











































全地方自治体の臨時・非常勤職員は約60万人～総務省が実態を公表

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































